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円のほうとう）をご自由に選んでいただけます。

手造りほうとうあずま
『ほうとう無料券』10名様プレゼント
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こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

　こ
の
山
車
を
支
え
続
け
る
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木
き の し た

下 治
じ ろ う

老 
（棡原地区猪丸）

さん

  

　 

和
12
年
1
月
生
ま
れ
で
、
79
歳

　  

に
な
る
木
下
治
老
さ
ん
。
平
成

20
年
頃
ま
で
酪
農
を
営
ん
で
い
た
。

小
さ
い
頃
は
、
父
が
牛
1
頭
と
蚕

を
飼
い
、
乳
牛
と
養
蚕
で
生
計
を
成
り

立
た
せ
て
い
た
。
そ
ん
な
環
境
で
育
っ

た
木
下
さ
ん
は
、牛
へ
の
愛
情
を
育
み
、

自
然
と
酪
農
の
道
へ
と
進
ん
で
い
っ

た
。
木
下
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
1
月
に

妻
ツ
ギ
子
さ
ん
と
結
婚
。
当
時
、
月
給

2
万
円
で
牛
1
頭
15
万
円
の
時
代
、
木

下
さ
ん
は
、
妻
に
2
頭
の
牛
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

そ
の
後
は
、
妻
と
二
人
三
脚
で
酪

農
を
営
み
、そ
の
規
模
も
徐
々
に
拡
大
。

牛
の
数
も
多
い
と
き
で
35
頭
ま
で
増
や

し
た
。
そ
の
頃
は
、
市
内
で
も
多
く
の

酪
農
家
が
い
て
、
県
内
で
も
有
数
の
酪

農
地
帯
だ
っ
た
。

酪
農
家
と
し
て
順
調
に
歩
ん
で
き

た
木
下
さ
ん
に
、
突
如
逆
風
が
吹
く
。

昭

平
成
19
年
頃
、
急
激
な
飼
料
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
酪
農
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
。
木
下
さ
ん
は
、「
愛

情
を
込
め
て
育
て
た
牛
を
手
放
し
て
い

く
と
き
の
悲
し
み
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」

と
当
時
の
気
持
ち
を
語
る
。
そ
の
後
も

経
営
状
況
は
上
向
か
ず
、
木
下
さ
ん
は

平
成
20
年
頃
、
酪
農
を
や
め
る
覚
悟
を

決
め
る
。「
60
年
間
続
け
て
き
た
酪
農

を
や
め
る
こ
と
は
残
念
だ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
道
一
筋
で
家
族
と
一
緒
に
酪

農
を
続
け
て
こ
れ
た
こ
と
は
幸
せ
だ
っ

た
」と
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る
。

現
在
、
木
下
さ
ん
は
乳
牛
用
の
牛

で
は
な
い
5
頭
の
牛
を
育
て
て
い
る
。

今
後
は
、「
体
が
動
く
限
り
牛
の
飼

育
を
続
け
た
い
」。ま
た
、「
酪
農
は
で
き

な
く
て
も
、
大
好
き
な
牛
と
と
も
に
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
い

た
い
」
と
、
愛
情
を
込
め
て
育
て
た
牛

「
ら
く
ひ
め
」の
前
で
話
し
て
く
れ
た
。

顔
The Face of 
  Uenohara
うえのはらの

大好きな牛と、ともに生きる

（上）現在木下さんが飼育する牛の中で一番血統
の良い黒毛和牛種の牛「まつひめ」。（下）牛の数
を増やすために建てた８頭飼育できる牛舎。

生まれも育ちも棡原地区猪丸。長年、二人
三脚で酪農を続けてきた妻のツギ子さんと
共に暮らす。平成 17 年には、山梨県の農
水産業の発展に貢献した功績が認められ、
夫婦揃って山梨県知事から表彰される。現
在は、5 頭の牛を飼育し、生活している。

J IROU  K INOSHITA
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ら
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の
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師
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の
メ
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セ
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／
保
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だ
よ
り
／
伝
言
板
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ら
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の
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イ
ド

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
第
12
回
上
野
原
市
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集
／
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
／
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
、
寡
婦
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
座
／
平
成
28
年
度
社

会
教
育
研
究
大
会
／「
無
料
法
律
相
談
」を
利
用
し
よ
う
／「
第

8
回
上
野
原
書
道
展
」
開
催
／
「
特
設
行
政
相
談
所
」
開
設
／

〜今月の表紙〜
今月の表紙は、先月の 9 月 4 日に行わ
れた牛倉神社例大祭の山車巡業の様子で
す。今回の表紙の主役は、山車を押す本
町若連（ほん若）のみなさんです。本町、
新町の山車巡業は、消防団員などで構成
されるほん若、志ん若のみなさんの支え
があって行われています。ぜひ、来年は、
祭囃子と併せて、山車の巡業を支えるみ
なさんの活躍に注目してみてください。

２4

人口と世帯（平成 28 年 9 月 1 日現在）

人口 対前月比
人　口： 24,277 人 - 27
男　性： 12,108 人 - 16
女　性： 12,169 人 - 11
世　帯： 9,991 人 + 6

※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

812

市の花
「リンドウ」

市の鳥
「ウグイス」

市の木
「ヤマモミジ」

第
9
回
「
上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
」
開
催
／
市
消
防
団
員
・

消
防
音
楽
隊
員
募
集
／
上
野
原
市
職
員
採
用
試
験
（
2
次
募

集
）／
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
／
第
12
回
上
野
原

市
駅
伝
競
走
大
会
／
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
き
が
い

事
業
」
参
加
者
募
集
／
第
38
回
や
ま
び
こ
ま
つ
り
開
催
／
「
や

ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
が
全
国
で
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
／
「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
の
協
賛
店
舗

募
集
／
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集
／
平
成
28
年
度
自
衛

隊
等
募
集
案
内
／
土
地
月
間
／
各
種
相
談
日
／
秋
山
温
泉「
健

康
い
や
し
フ
ェ
ス
」
／
上
野
原
市
立
病
院
10
月
の
外
来
診
療

す
く
す
く
育
て
、
う
え
の
は
ら
っ
子

我
が
家
の
主
役
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
情

報
／
子
育
て
応
援
掲
示
板
／
お
め
で
た
お

く
や
み

「
お
ト
ク
ー
ポ
ン
」
掲
載

ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
＋
プ
ラ
ス

寄
り
道
う
え
の
は
ら

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

131416

2224

〜人の動き〜

■ 「i 広報誌」から
 　「マチイロ」に生まれ変わりました。

これまで、広報うえのはらを配信していたア
プリ「i 広報誌」が「マチイロ」にサービス名
を変更し、内容もリニューアルしました。

※すでに「i 広報誌」をご利用中の端末は、アッ
プデートすることでアプリが入れ替わります。
新しくダウンロードする必要はありません。

酪農家10

28



特集

特集 

▲  

連綿と伝わる本町・新町の祭囃子

連
綿
と
伝
わ
る

　
本
町
・
新
町
の
祭
囃
子

9
月
3
日（
土
）
〜
5
日（
月
）

牛
倉
神
社
の
例
大
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
祭
典
の
2
日
目

に
は
、
祭
の
一
翼
を
担
う
祭
囃

子
が
行
わ
れ
、
新
町
と
本
町
か

ら
二
台
の
山
車
が
繰
り
出
さ

れ
、
笛
、
鉦し
ょ
う、

太
鼓
で
囃
し
立

て
な
が
ら
、
獅
子
舞
、
お
か
め
、

ひ
ょ
っ
と
こ
、
狐
踊
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
20
年

代
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ

の
祭
囃
子
。
今
月
号
は
、
こ
の

日
に
行
わ
れ
た
祭
囃
子
や
山
車

の
巡
業
の
様
子
を
写
真
な
ど
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

牛倉神社例大祭祭囃子
特集写真レポート

平成 28 年 9 月 4 日取材

本町の祭囃子・新町の祭囃子：この 2 つの祭囃子の伝来は、明治 20 年代と推定され、本町の祭囃子は、私設消防組イ組が中心となり、根小屋（神
奈川県旧津久井町）から、新町の祭囃子は、新町の若者たちが堺村大戸（東京都町田市）から、それぞれ師匠を招いて手ほどきを受けたと伝えら
れている。昭和 43 年 4 月、新町祭囃子保存会が発足、昭和 48 年 9 月には本町祭囃子保存会が発足し、平成 17 年 2 月 7 日、この二つの祭囃子
が市の無形民俗文化財に指定され、現在に至っている。本町・新町の祭囃子ともに明治以降の芸能が今日まで伝承され、上野原市の郷土芸能とし
て定着している。また、郡内三大祭の一翼を担う芸能として地域の人々に強く支持されている。（市指定文化財指定理由書より）

【写真説明】以前は、二つの山車のすれ違いが祭の山場とされ、互いのお囃子の技を競い合っていた。しかし、昭和 40 年代以降は、交通規制の強
化により中止を余儀なくされた。現在は、「すれ違い」はなく、明誠高校入口交差点で二つの山車が隣り合わせて、競り合うようにお囃子を披露する。



歴
史
あ
る
祭
囃
子
を
守
る

こ
の
祭
囃
子
は
、
1
0
0
年

以
上
も
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
伝
統
あ
る
祭
囃
子

を
守
り
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、

先
人
を
は
じ
め
、
ほ
ん
若
と
呼

ば
れ
る
本
ほ
ん
ち
ょ
う
わ
か
れ
ん

町
若
連（
消
防
団
）
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
支
え
に
よ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
人
口

減
少
が
叫
ば
れ
る
な
か
で
、
祭

囃
子
の
担
い
手
も
少
な
く
、
山

車
の
巡
業
を
支
え
る
消
防
団
員

も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
祭
囃
子
や
山

車
の
巡
業
が
維
持
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
祭
囃
子
や

山
車
の
巡
業
は
、
人
と
人
と
を

つ
な
ぎ
、
地
域
を
再
生
す
る
力

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来

年
は
、
多
く
の
方
に
祭
囃
子
を

見
た
り
、
山
車
を
引
い
た
り
し

て
祭
り
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
こ
と
が
、
歴
史
あ
る
祭
囃

子
を
守
る
こ
と
に
繋つ
な

が
り
ま
す
。

祭
囃
子
を
継
承
す
る

明
治
20
年
代
か
ら
続
い
て
い

る
と
い
わ
れ
る
祭
囃
子
。
私
が
小

さ
い
頃
は
、
今
よ
り
も
多
く
の
子

ど
も
や
大
人
が
山
車
を
引
き
、

祭
囃
子
を
見
物
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
年
々
、
見
物
客
が
減
少

し
、
演
者
も
寂
し
く
感
じ
る
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先

人
や
歴
代
会
長
の
尽
力
に
よ
り
、

近
年
、
祭
囃
子
を
見
に
来
て
く

れ
る
方
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
祭

囃
子
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
子

ど
も
も
こ
こ
数
年
増
え
、
い
い
風

が
吹
き
出
し
て
い
ま
す
。
祭
囃

子
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
た
や

す
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
い
い

風
を
追
い
風
に
し
て
、
祭
囃
子
を

継
承
し
て
い
き
た
い
で
す
。
み
な

さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
来
年
の
祭
囃
子

を
見
て
ほ
し
い
で
す
。
も
し
お
囃

子
に
興
味
が
わ
い
た
ら
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

記憶に残る祭囃子を、現代・次代に

新町祭囃子保存会

会長　高
た か お

尾裕
ゆういち

一 さん

本町祭囃子保存会

会長　竹
た け だ

田好
よしはる

晴 さん

①新町の祭囃子（狐踊り）、②祭囃子を見て昔を懐かしむ二人、③本町の山車を引く子どもたち、④獅子に触れる子ども、⑤太鼓を打つ傍らでほん若（消防団）のみなさんが山車を押し
ます。⑥新町の祭囃子（おかめ）、⑦本町の祭囃子（狐踊り）、⑧獅子を怖がる子ども、⑨お面をつけて出番を待つ演者、⑩山車の方向転換は、志ん若（消防団）のみなさんの見せ場の
一つ。⑪休憩する本町の祭囃子メンバー、⑫祭囃子終盤、傾きだした日差しに照らされる獅子、⑬それぞれの地区に帰る山車の裏側で、祭囃子の終わりをもの寂しく感じる演者

人と人とを繋
つな

ぐ、祭囃子や山車の巡業
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ツキノワグマは、臆病な動物です。クマの特徴を知り、
冷静な行動を心がければ、事故を未然に防ぐことが
できます。そこで専門家に話を聞きました。

特集 

▲

クマった事態発生

熊クマよけの鈴は、クマが
聞き取りやすい高い音
が長い間響く、基本的
なクマよけグッズです。

携帯用ラジオ。人の音
や人工的な音が途切れ
ることなく流れる。ク
マよけに効果的。

八
重
山
周
辺
で
ク
マ
目
撃
情
報

6
月
13
日
午
後
7
時
ご
ろ
、
都
内

か
ら
も
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
八
重

山
登
山
口
周
辺
の
民
家
で
ク
マ
を
目
撃

し
た
と
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
周
辺
で
は
、
幾
度
と
な
く
ク
マ
の

目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
通
学
路
と
な

る
学
校
や
近
隣
住
民
の
間
に
緊
張
が
は

し
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
こ
の
他
に
も
多
く
の

目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
今
年
度
は

8
月
末
の
時
点
で
19
件
と
昨
年
度
の

こ
の
時
期
に
比
べ
て
12
件
も
増
え
て

い
ま
す
。
例
年
、
目
撃
件
数
が
増
え

る
秋
に
か
け
て
は
、
ク
マ
に
対
し
て

十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
内
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
・
・
・

ク
マ
っ
た
事
態
発
生

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態

日
本
に
は
、
本
州
に
生
息
し
て
い

る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
、
北
海
道
に
生

息
し
て
い
る
ヒ
グ
マ
の
2
種
類
が
い

ま
す
。
市
内
で
目
撃
さ
れ
て
い
る
ク

マ
は
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
で
保
護
す
る
対
象
の
動

物
で
す
。

ク
マ
が
出
没
す
る
要
因
と
対
策

ク
マ
が
食
べ
る
木
の
実
な
ど
の
エ

サ
が
不
足
す
る
年
は
、
ク
マ
の
行
動

範
囲
が
通
常
の
2
倍
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
収
穫
さ
れ
ず
に
放
置
さ

れ
て
い
る
果
物
や
管
理
が
い
き
と
ど

い
て
い
な
い
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
っ
た

生
ゴ
ミ
な
ど
は
、
ク
マ
の
ご
ち
そ
う

ク
マ
の
生
態
を
知
り

落
ち
着
い
た
対
応
を

市
内
で
は
、今
年
に
入
り
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
（
以
降
、

ク
マ
）
の
目
撃
情
報
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た

全
国
各
地
で
は
、
ク
マ
に
人
が
襲
わ
れ
、
亡
く
な

る
と
い
う
悲
惨
な
事
態
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
市

内
で
同
様
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

に
な
り
、
人
家
近
く
ま
で
ク
マ
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
残
飯
や
生
ゴ
ミ
な
ど
は
捨
て

な
い
。
コ
ン
ポ
ス
ト
を
し
っ
か
り
管

理
す
る
。
柿
や
栗
は
早
め
に
収
穫
し
、

落
ち
た
実
な
ど
を
放
置
し
な
い
な

ど
、
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ク
マ
の
隠
れ
場
所
と
な
る

草
や
ぶ
な
ど
を
刈
り
、
家
の
周
辺
や

通
学
路
な
ど
の
見
通
し
を
良
く
し
て

お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域
全

体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ク
マ
に
出
合
わ
な
い
た
め
に

ま
ず
は
、
ク
マ
に
こ
ち
ら
の
存
在

を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
山

や
茂
み
に
入
る
と
き
は
、
鈴
や
笛
、

ラ
ジ
オ
な
ど
を
身
に
つ
け
て
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

で
き
る
限
り
単
独
行
動
は
避
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ク
マ
の
行
動
が
活
発

な
明
け
方
や
夕
方
の
行
動
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

ク
マ
に
出
合
っ
た
と
き
の
対
応

遠
く
に
ク
マ
が
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
ら
、
静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去

特　徴 

▲

 おとなしく、臆病
体　長 

▲  

100 〜 150㌢
体　重 

▲  

40 〜 130㌔
視　力 

▲  

あまり良くない
聴　力 

▲  

非常に優れている
　　　　  高音に敏感
嗅　覚 

▲  

かなり敏感、人間の数
　　　　  十倍の嗅覚
食べ物 

▲

 雑食性。山菜や木の実
　　　　  などの植物が主食
特　技 

▲  

鋭い爪で木を登る。
　　　 　100m を 6 〜 7 秒台で
　　　　 走る。泳ぎも得意。

ツキノワグマの特徴

り
ま
し
ょ
う
。
至
近
距
離
で
ク
マ
に

遭
遇
し
た
ら
、
ク
マ
の
動
き
に
注
意

し
な
が
ら
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
後

退
し
ま
し
ょ
う
。
大
声
を
出
し
た
り
、

走
っ
て
逃
げ
た
り
す
る
と
攻
撃
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
グ

マ
の
近
く
に
は
母
グ
マ
が
い
ま
す
。

母
グ
マ
は
子
グ
マ
を
守
る
た
め
に
、

人
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

山
や
森
は
私
た
ち
人
間
だ
け
の
も

の
で
は
な
く
、
ク
マ
た
ち
の
生
活
の
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
、
十
分
注
意
し

な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
村
地
域

づ
く
り
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

権現山の山腹で撮影したツキノワグマ（平成 24 年撮影）

甲斐けもの社中専務理事
鳥獣被害対策専門員

山
や ま も と け い す け

本圭介　さん

　　落の住民が減り、果樹の手入れが困難に
　　なると、収穫されずに放置される果実が
増えます。これはクマに餌付けしているのと
同然です。これらの状態を考えることは、地
域コミュニティーの再生を考えるのと同じこ
とがいえます。畑を持ってないから私は関係
ないではなく、集落に住むみなさんが一緒に
なって考えていく必要があります。

クマよけの鈴 携帯用ラジオ

集

クマのイラストは、
イメージです。
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クローズアップニュース 2 クローズアップニュース 1

地域で助け合う仕組みづくり

避難行動要支援者支援制度
市では、災害時に自ら避難することが難しい方を支援するため、避難行動要支
援者名簿の整備を進めています。

市民のみなさんの日常生活に欠くことのできない重要な給水を安定的に持続することが可能となるよう当企業団では、人員の
削減や施設の統廃合、利率の高い企業債の借り換え、電力の共同購入、委託費用の削減のための長期契約など、さまざまな合
理化に取り組んでいます。しかし、利用者数の減少や、支出が増加（減価償却費・企業債の支払利息、老朽化した施設の維持
費、水をつくり送るための動力費など）しているため、給水原価が供給単価の 2 倍以上となる厳しい経営状況となっています。

地
域
で
助
け
合
う
た
め
の

名
簿
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

市
で
は
、
地
域
で
助
け
合
う
仕
組

み
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
避
難

行
動
要
支
援
者
の
名
簿
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
、
避
難

行
動
要
支
援
者
の
避
難
誘
導
や
安
否

確
認
、
避
難
所
で
の
生
活
支
援
な
ど

を
行
う
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
居
住

地
や
生
活
状
況
な
ど
を
把
握
し
、
地

域
で
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
名
簿
は
、
平
常
時
か
ら
消
防

団
、警
察
署
、民
生
委
員・児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
区
長
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係
者

に
名
簿
情
報
が
提
供
さ
れ
、
地
域
の

訓
練
や
安
否
確
認
体
制
の
構
築
な
ど

の
避
難
支
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

名
簿
へ
の
登
録
方
法

名
簿
の
登
録
対
象
者
①
～
⑤
の
方

で
、
今
年
度
新
た
に
（
※
）
該
当
に

な
っ
た
方
へ
は
、
市
か
ら
10
月
中
に

登
録
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の

制
度
に
お
い
て
、
避
難
支
援
等
関
係

者
へ
の
名
簿
情
報
の
提
供
に
同
意
し

避
難
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
に
該
当
し
、
避
難
支
援
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
ま
た
は
支
所・

出
張
所
に
備
え
て
あ
る
登
録
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
、
①
～
⑤
に
該
当
す
る
方
に

登
録
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
新
た
に
対
象
と

な
っ
た
方
に
登
録
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。

避
難
支
援
な
ど
の
関
係
者
へ

提
供
す
る
名
簿
情
報

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所

ま
た
は
居
所
、
電
話
番
号
そ
の
他
連

絡
先
、
避
難
支
援
な
ど
を
必
要
と
す

る
理
由
な
ど
。

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

▲

登
録
（
同
意
）
の
意
思
に
つ
い
て
、

変
更
の
申
し
出
が
な
い
限
り
自
動

継
続
と
し
ま
す
の
で
、
再
度
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
請

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲

登
録
（
同
意
）
に
よ
り
災
害
時
に

確
実
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
支
援
等

関
係
者
が
被
災
し
、
支
援
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▲

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録

対
象
者
名
簿
は
市
で
整
備
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
登
録
（
同
意
）
さ

れ
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
災
害
時

や
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き

避
難
支
援
等
関
係
者
に
名
簿
が
提

供
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福
祉
総
務

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

上野原市避難行動要支援者名簿の登録対象者

① 介護保険の「要介護認定3以上の者」で在宅で生活する方

② 身体障がい者障がい程度等等級表の級別「1級および 2級」の方

③ 療育手帳判定基準の障がい程度「最重要（A1）および重度（A2）」の方

④ 精神障がい者保健福祉手帳の障がい等級「1級」の方

⑤ 75歳以上の一人暮らし高齢者

⑥ ①〜⑤以外で支援を必要とする方

供給単価・給水原価の推移（1m 3あたり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
区分 /年度 H24 H25 H26 H27 備考
供給単価 144.35 164.62 169.09 169.27 利用者からの料金単価
給水原価 314.43 321.25 338.53 344.55 利用者へ給水するためにかかる費用単価

現在の経営状況　現在の料金体系では、収支のバランスが非常に悪く、資金不足に陥り、今後、事業継続が困難になる状
　　　　　　　　況が見込まれます。
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今後の取り組み　経営戦略の策定を行い、将来展望を明らかにし、施設の統廃合をより一層進め、施設の集約化を図ります。また、
                                 老朽化した管路を整備し有収率の向上に努めます。水道料金審議会の答申を尊重し、料金の適正化を行います。

▲

収益的収支　毎年 2 億円から 3 億円前後の純損失となっています。
収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

H24 H25 H26 H27 説明
収益的収入 1,090 1,173 1,641 1,792 料金収入と補助金
収益的支出 1,469 1,475 1,983 2,001 水道事業運営のための経費
純損失 -379 -302 -342 -209▲

資本的収支　収入としては、主に企業債の借入及び工事負担金などで、支出としては建設改良費や企業債の償還元金の約 5 億円
　　　　　　　  です。本来、収益的収支において内部留保されるべき資金を資本的収支不足額へ充当してもなお不足を生じています。
                             このような状況の中で、毎年 6 千万円から 7 千万円の資金が流出しており、歯止めがかからない状況にあります。
収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

H24 H25 H26 H27 説明
資本的収入 187 179 299 185 企業債と負担金など
資本的支出 629 691 824 708 水道施設をつくるために要した経費・企業債償還元金
収支不足額 -442 -512 -525 -523

▲

企業債残高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
H24 H25 H26 H27 説明

企業債未償還残高 9,705 9,380 9,161 8,787 今後返済する予定の債務

補足資料

▲

水道料金審議会の答申を参考にした1か月当たりの主な料金改定例（単位：円 /月、税抜金額）
区分 口径13mm 口径 20mm
使用水量
10m 3

（基本水量）

現行 1,110 1,460
改定案 1,330 1,750
差額 220 290

使用水量
20m 3

（基本水量）

現行 2,760 3,110
改定案 3,310 3,730
差額 550 620

使用水量
30m 3

（基本水量）

現行 4,410 4,760
改定案 5,290 5,710
差額 880 950

問い合わせ　東部地域広域水道企業団（☎22-0099）
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東部地域広域水道企業団からお知らせ
水道料金の改定を検討しています

（単位：百万円） （単位：百万円）
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ねこの目報道部 ニュース

暑
い
夏
も
過
ぎ
、少
し
ず
つ
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
8
日（
土
）

9
日（
日
）に
は
、
帝
京
科
学
大
学
で
科
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
科
大
祭

で
行
わ
れ
る
『
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
研
究
部
』
に
よ
る
わ
ん
わ
ん
パ
レ
ー
ド
と
ド
ッ

グ
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わんわんパレード・ドッグショー
帝
京
科
学
大
学 

ね
こ
の
目
報
道
部

vol. 13

★ねこの目報道部では「地域と学生と動物をつなげる」をコンセプトに、上野原の魅力を伝える情報誌「ネコノメ」を年 2 回発
　行しています。広報うえのはらでは、ねこの目報道部のみなさんに、2 か月に 1 回程度、紙面の一部の作成をお願いしています。

　
ネ
コ
ノ
メ

広
報
う
え
の
は
ら
版

わんわんパレードは、学生
たちが飼っているわんちゃ
んを紹介する『わんちゃん
自 慢 』 の よ う な も の で す。
毎年飼い主さんが面白おか
しくわんちゃんの紹介を行
います。ぜひ、アナウンス
にも注目して聞いてみてく
ださい。参加した学生とわんちゃんの様子

ドッグトレーナー研究部では、
珍しい犬種を飼っている学生
が多く、普段オープンキャン
パスや外部のドッグショーに
でないわんちゃんたちや大型
犬、小型犬までさまざまなわ
んちゃんが登場します。アナ
ウンスだけでなく実際のわん
ちゃん達にも注目です。 参加した学生とわんちゃんの様子

ドッグトレーナー研究部の学生たち

ドッグショーでは、主に「アジリティ」「ディスク」「オビディエンス」の 3
つの競技を披露します。「アジリティ」は、さまざまな障害を決められた順
番どおりに走り、タイムを競う競技です。「ディスク」は、一般に人が投げ
たフリスビーをわんちゃんがキャッチする競技です。ドッグスポーツの中で
は、フリスビーのことをディスクといいます。「オビディエンス」は、服従
訓練のことです。「座れ」や「ふせ」などの基本的な指示を素早く正確に行い、
さらにきれいに行うことで点数を競う競技です。どの競技も普段は見られな
い姿が見られます。

〜市民と市長のホットライン〜

もしもしこちら
市長室 !!

市 長 の ひ と 言

『
週
末
は
市
内
で
』

10
月
に
入
り
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
。
市
内
に
も
都
内
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
八
重
山
や

坪
山
な
ど
に
は
、
秋
の
さ
わ
や
か
な
風

を
求
め
て
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
を
楽
し

み
に
訪
れ
る
方
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
市
外
か
ら
訪
れ
る
方
は
、
都
会
に
は

な
い
豊
か
な
自
然
を
求
め
て
上
野
原

市
を
訪
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
市
で

は
、
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
、
観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

動
画
や
写
真
を
使
っ
て
視
覚
的
に
市

の
魅
力
を
伝
え
た
り
、
英
語
で
海
外
の

方
に
も
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
市
の
観
光
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
週

末
、
市
外
に
遊
び
に
出
掛
け
る
こ
と
も

い
い
で
す
が
、
上
野
原
も
他
の
地
域
に

は
負
け
な
い
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ

の
よ
う
な
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
観
光
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
り
、
上
野
原
の

魅
力
を
見
つ
け
て
、
週
末
は
、
市
内
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
、
上
野
原
市
の
こ
と
が
も
っ
と

好
き
に
な
る
は
ず
で
す
。

vol.76

■ 日時　10 月 28 日（金）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、 対

話時間はおおむね 20 分間です。
■ 場所　市長室
※詳しくは、お問い合わせください。
■ 申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当
　（☎ 62-3118）

ふ れ 愛 ト ー ク
市民のみなさんと市長との

市 長 へ の 手 紙

■ 応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　 設置場所にある応募ボックスに投函
                   してください。
■ 設置場所　市役所正面玄関、教育委員会カウン
　　　　　　 ター
■ 応募用紙　設置場所に用意してあります。
■ 問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

上野原市長

江口英雄

市長への手紙の返答を掲示しています

市長への手紙の返答の一
部を市役所１階正面玄関
を入った左側の案内ボー
ドの裏側に掲示していま
す。市役所にお立ち寄り
の際は、ご覧ください。

写真左下）市長への手紙を入れる箱
写真右上）ボードに返答文を掲示しています。
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●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

保健師からのメッセージ　№46

うえのはら健康家族
Healthy Life

伝言板

今月の健康レシピ　№11

保健だより

広報うえのはら9月号では、「プラス10（テン）」のお話
をしました。10分多く体を動かすことができていますか？
今月は、自宅でできる簡単な運動を紹介します。▲

椅子を利用しての運動
《けりあげの運動》
　太ももの筋肉に効きます。大きな筋肉を使うこと
で代謝もアップします。
①	椅子に浅く座る
②	ゆっくりと片方の膝をまっすぐ伸ばす（膝を伸ばし
たらつま先を上に向ける）。
③	ゆっくりと元の位置まで戻す
④	反対側も繰りかえす

今月のテーマ

『自宅でできる体操パート１ 』
《足上げの運動》
　太ももの筋肉や股関節周りの筋肉に効きます。お
なか周りにも効きます。
①	椅子に浅く座る
②	膝を曲げたまま片足を持ち上げる（背中が丸くなら
ないように気をつける）
③	ゆっくりと元の位置まで戻す
④	反対側も繰りかえす
テレビを見ながら、待ち時間などでできる運動と
なりますので、ちょっとした時間を利用して試して
みてください。
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

キヌアかりんとう
上野原市をキヌア

の里に！ !

【作り方】
① 小麦粉、砂糖、ベーキングパウダー、キヌ
　 アを混ぜ、そこへ卵、酢、牛乳、水を加え、
　 耳たぶ程度の固さになるまでこねる。
② ①を親指の太さくらいの棒状にのばし、
     5cm 程度に切る。切った生地を油で揚げ
    て出来上がり。

【材料】
薄力粉 280g
上白糖 70g
ベーキングパウダー 5g（大さじ 1/2）
卵 S サイズ 1 個
酢 15g（大さじ 1）

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

健康のため
に

身体を動か
そう

★乳幼児健診

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 29年

4月 1日までに 40歳以上になる方
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・前腕とう骨検査
◎検 診 日	 10 月 21 日（金）、11月 18日（金）
※以降毎月第 3金曜日（午後 2時）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 市立病院（☎ 62-5121）へ申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。
※受付時間は、午後 1 〜 5 時（土・日・祝日除く）

★検診のご案内
【集団検診】午前実施

◎日 時	 10 月 22 日（土）、23日（日）、25日（火）、
　　　　　　   26 日（水）、11月 19日（土）、20日（日）
◎検診項目	 特定（基本）健診・胃がん・肝がん・
　　　　　　大腸がん・肺がん・前立腺がん・
　　　　　　乳がん検診
◎場 所	 保健センター

【婦人科検診】午後実施
◎日 時	 10 月 5日（水）、6日（木）、7日（金）、
　　　　　　   24 日（月）
◎場 所	 保健センター
※ 10月 24日は、島田コミュニティセンターとなります。
◎検診項目	 乳がん、子宮頸がん、大腸がん検診
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。
※市の施設検診との重複受診は、できません。
※対象年齢は、20歳以上となりますが、前立腺がん検診は 50歳以上が対象と
　なります。
※年間日程や自己負担金などの検診の詳細については、広報うえのはら 4
　月号「保健事業のご案内」をご覧いただくか、保健センターにお問い
　合わせください。
※日程によっては、希望者多数のためご希望に添えない場合があります。
　ご承知おきください。

実施日 該当児

4 か月児 10月18日（火） H28 年 5 月 1 日〜 6 月 15 日生

9 か月児 10月18日（火） H27 年 12 月 1 日〜
　　　　  H28 年 1 月 15 日生

1 歳
6 か 月 児 10 月 4 日（火） H27 年 2 月 1 日〜 3 月 31 日生

5 歳 児 10月19日（水） H23 年 9 月 1 日〜 10 月 31 日生

脳ドックのご案内（上野原市立病院）

■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部 MRI・MRA
■ 検診料金　32,400 円（税込）
※オプション：頸動脈超音波検査 5,940 円（税込）
■ 実施日時　10 月 22 日（土）、11 月 26 日（土）午後
■ 定　　員　4 名
● 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

『出張がん相談』のご案内
■ 日時　10 月 6 日（木）午後 1 時 30 分〜 4 時
■ 場所　富士吉田市民会館 3 階 会議室 2.3　　　
■ 対象　がん患者・がん患者の家族や関係者
■ 申込方法　電話で申し込ください（要予約）。
● 申込み・問い合わせ　県がん患者サポート
　 センター（☎ 055-227-8740）

※ 保健師・ピアサポーター（がんを経験した仲間）が悩みや不安に
寄り添 います。

※ 当日参加も可能ですが事前の予約が確実です。

キ
ヌ
ア
を
入
れ
て
香
ば
し
く
仕
上
げ
た

か
り
ん
と
う
は
、
保
育
所
の
お
や
つ
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
大
好
評
で
す
。

【材料】
牛乳 46g
水 15g（大さじ 1）
ポップキヌア 15g
植物油 適宜
※ポップキヌアとは、キヌアを弾けさせたもので、香ばしくカリカリとし
　た食感が特徴です（広報うえのはら 2月号掲載）。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

※
受
付
は
、
午
前
11
時
30
分
ま
で

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
肢
体
不
自
由
者
を
中
心

と
し
た
医
学
的
判
定
、
補
装
具
・

就
職
な
ど
の
相
談
、
障
害
者
全

般
の
相
談

●
申
込
期
限　

11
月
9
日
（
水
）

※
要
予
約
。
人
数
制
限
あ
り
。

●
主
催　

山
梨
県
障
害
者
相
談
所

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉

課
障
害
福
祉
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
対
象
者　

県
内
在
住
の
ひ
と
り

親
の
母
、
父
、
寡
婦

●
日
時
　《
基
礎
編
》
11
月
19
日

1
組
）

●
参
加
料　

無
料

●
持
ち
物　

腕
時
計
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
昼
食

●
申
込
期
限　

10
月
21
日
（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当
（
☎

62

−

3
4
0
9
）（
F
A
X
63

−

4
7
7
2
）

●
日
時　

11
月
16
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

10
月
26
日
（
水
）

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
0
5
5

−

2
5
2

−

7
0
1
4
）

（
F
A
X
0
5
5

−

2
5
3

−
7
0
4
6
）

（
土
）、
20
日
（
日
）、《
応
用
編
》

11
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
●
場
所　

山
梨
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
3
階
会
議
室
（
甲

府
市
朝
日
4

−

5

−

21
）

●
受
講
料　

無
料

●
定
員　

10
名

※
定
員
を
上
回
る
希
望
が
あ
っ
た

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
就
学
時
前
の
児
童
を
対
象
と
し

た
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

込
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
10
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　

10
月
11
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　

10
月
30
日
（
日
）
午
前

8
時
30
分
集
合
（
午
前
9
時
開

会
式
）
午
後
1
時
解
散
予
定

●
集
合
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
会

議
室
2

●
募
集
人
員　

30
組
（
2
〜
4
人

祉
、
登
記
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

●
費
用　

無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。
国
の
仕
事

な
ど
で
「
困
っ
た
」「
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
の
と
き
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
毎
月
、
市
役
所
で
定
例
の
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
催

日
は
、
広
報
う
え
の
は
ら
「
く

ら
し
の
ガ
イ
ド
」
の
「
各
種
相

談
日
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）、
山
梨
行
政
評
価

事
務
所
（
☎
0
5
7
0

−

0
9
0
1
1
0
）（
☎
0
5
5

−

2
5
2

−

1
1
0
0
）

●
日
時　

10
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

15
団
体
（
総
勢
1
6
0

名
）
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ダ

ン
ス
、
邦
楽
三
味
線
、
二
胡
＆

ギ
タ
ー
、
詩
吟
な
ど

※
こ
の
発
表
会
は
、
演
芸
、
演
奏
、

●
日
時　

11
月
11
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連
（
架
空
請
求
、訪

問
販
売
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連
（
土
地
、
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
一
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
②
と
も
に
各
3
人
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項
を

よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

10
月
31
日（
月
）

〜
11
月
9
日（
水
）（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）（
先
着
順
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　

10
月
15
日
（
土
）、
16
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
場
所　

勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
庶
民
純

正
書
道
会　

水
越
（
☎
62

−

5
6
5
6
）

●
日
時　

10
月
21
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所　

秋
山
支
所
会
議
室

●
相
談
内
容　

道
路
、
年
金
、
福

「
第
8
回
上
野
原
書
道
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

「
無
料
法
律
相
談
」
を

利
用
し
よ
う
！

第
12
回
上
野
原
市
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

広報誌をもっと身近に !!
広報うえのはら

WEB 版

パソコンやスマートフォン、
タブレット端末で広報うえの
はらを閲覧することができま
す。詳しくは、市ホームペー
ジ広報うえのはらを検索 !!

検索広報うえのはら

↑ 8 月 21 日（日）に開催された第 49 回山梨
県消防団員操法大会に上野原市消防団消防音楽
隊が派遣されました。

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
寡
婦

対
象
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
開
催

▲

テーマ　「行事をとおしての地域づくり・人
　　　　　との交流による人づくり」

▲

日　時　10 月 29 日（土）
　　　　　受付開始　午前 9 時 30 分
　　　　　開　　会　午前 10 時

▲

場　所　もみじホール 2 階会議室 2▲

内　容　《事例発表》
　　　　　・秋山地区文化協会の取り組み
　　　　　・島田地区放課後子ども教室の取
　　　　　　り組み
　　　　　・地域おこし協力隊の取り組み

【問い合わせ】　
社会教育課社会教育担当（☎ 62-3409）

参加しよう !!
平成 28 年度社会教育研究大会

第
9
回
「
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

演
舞
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
市

民
の
発
表
会
で
す
。
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
「
上
野
原
み
ん

な
の
発
表
会
」
実
行
委
員
長　

高
橋
茂
（
☎
62

−

4
5
4
6
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
で
18
歳
以

上
の
健
康
な
方

※
女
性
の
応
募
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
消
防
総
務

課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

総
務
課
庶
務
担
当
（
☎
62

−

4
1
1
2
）

「
特
設
行
政
相
談
所
」
開
設
の

お
知
ら
せ

市
消
防
団
員
・
消
防
音
楽
隊
員

を
募
集
し
て
い
ま
す

▲

試験職種　事務職（大卒程度）、土木職（大
　　　　　　卒程度）、社会福祉士（大卒程度）、
　　　　　　保健師（大卒程度）、保育士（短
　　　　　　大卒程度）

▲

試験日時　11 月 26 日（土）午前 9 時〜▲

試験場所　もみじホール▲

申込方法　試験申込書を総務課人事秘書担
　　　　　　当へ提出してください。
※試験案内、試験申込書は、総務課で配布し
　ています。市ホームページからもダウンロー
　ドできます。

※受験資格などの詳細は、募集要項または
　市ホームページでご確認ください。

【申込み・問い合わせ】　
総務課人事秘書担当（☎ 62-3117）

まちを元気にできるのは君たちだ !!
上野原市職員採用試験（2 次募集）

上野原市職員採用試験 検索



も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス 支

援
担
当

※
交
付
手
続
き
に
、
健
康
保
険
証

や
母
子
手
帳
な
ど
、
対
象
家
庭

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
子
育
て
支
援

課
（
☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1
4
5
6
）

《
協
賛
店
舗
メ
リ
ッ
ト
》

①
県
か
ら
や
ま
な
し
子
育
て
応
援

カ
ー
ド
公
式
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
無
料

配
布

②
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情

報
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
画
面
に
掲
載
。
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
。

③
簡
単
検
索
機
能
で
お
店
が
見
つ

け
や
す
い
。

●
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
く
だ
さ
い
。（「
や
ま

な
し
の
子
育
て
を
応
援
」
で
検

索
）　

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
子
育
て
支
援

課
（
☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1
4
5
6
）

●
日
時　

11
月
8
日（
火
）午
前
8

時
30
分
集
合
出
発
、
午
後
4
時

30
分
解
散
予
定

●
集
合
・
解
散
場
所　

市
役
所
庁

舎
前
駐
車
場

●
行
き
先　

SU
W

A

ガ
ラ
ス
の

里
（
見
学
・
昼
食
）、
諏
訪
大

社
上
社（
見
学
）、お
ぎ
の
や（
買

物
）

●
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い

て
、
同
一
敷
地
内
ま
た
は
同
一

区
に
親
族
が
い
な
い
65
歳
以
上

・
各
参
加
区
分
の
出
場
資
格
に
該

当
し
、
走
者
と
し
て
の
健
康
管

理
が
で
き
る
方

・
小
学
生
の
部
は
、
保
護
者
の
承

諾
を
得
た
方
、
中
学
生
の
部
は
、

保
護
者
お
よ
び
学
校
長
の
承
諾

を
得
た
方

●
参
加
区
分  

①
市
内
小
学
生
男

子
の
部
、
②
市
内
小
学
生
女
子

の
部
、
③
一
般
の
部
、
④
市
内

体
協
の
部
、
⑤
市
内
職
場
の
部
、

⑥
市
内
壮
年
の
部
、
⑦
中
学
男

子
の
部
、
⑧
中
学
女
子
の
部

※
参
加
区
分
③
〜
⑧
の
申
し
込
み

数
が
90
チ
ー
ム
を
超
え
た
場
合

は
、
参
加
区
分
③
に
お
い
て
抽

選
を
行
い
出
場
チ
ー
ム
を
決
定

し
ま
す
。

●
参
加
料　

参
加
区
分 

③
〜
⑥　

5
千
円
、
参
加
区
分 

①・②・⑦・

⑧　

2
千
円

※
参
加
料
は
、
悪
天
候
に
よ
る
大
会

中
止
を
除
き
、
返
還
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

※
申
込
用
紙
は
、
大
会
事
務
局
に
請

求
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

10
月
3
日
（
月
）

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

●
参
加
費　

一
人
2
0
0
0
円

●
定
員　

1
2
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え

て
、
地
区
担
当
民
生
委
員
ま
た

は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
　
10
月
11
日
（
火
）

〜
24
日
（
月
）（
土
、
日
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
63

−

0
0
0
2
）

表
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

や
ま
び
こ
支
援

学
校
（
☎
23

−

1
9
4
3
）

県
で
は
、「
子
育
て
支
援
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
」
を
10
月
か
ら
始
ま

め
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
が
実
施
し

て
い
る
「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援

カ
ー
ド
事
業
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
全

国
の
他
地
域
で
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
子

育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
協
賛

店
舗
に
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ

ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
典
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
協
賛
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
全
国
共
通
展
開
参
加
自
治
体

リ
ン
ク
集
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

《
や
ま
な
し
子
育
て

　
　
　
　
応
援
カ
ー
ド
の
交
付
》

●
対
象
者　

県
内
在
住
で
18
歳
未

満
の
子
ど
も
か
妊
婦
が
い
る
家

庭
●
交
付
場
所　

市
福
祉
課
子
育
て

●
テ
ー
マ　
『H

A
P

PY SM
ILE

や
ま
び
こ
ま
つ
り
〜
仲
間
と
協

力
し
よ
う
〜
』

●
日
時　

10
月
8
日
（
土
）
午
前

9
時
30
分
〜
午
後
2
時
45
分

※
予
備
日
は
、 

10
月
9
日
（
日
）

●
場
所　

や
ま
び
こ
支
援
学
校
体

育
館
、
校
内

●
内
容　

児
童
生
徒
が
日
ご
ろ
の

学
習
の
成
果
を
「
う
た
と
げ
き

の
会
」、「
作
品
展
示
」、「
作
業

班
販
売
会
」
な
ど
を
通
し
て
発

て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
病
院
な
ど
に
入
院
さ
れ
て

い
る
方
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
保

健
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
受
け
る
前
に
各
実
施
医
療
機
関

に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
自
己

負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。
接
種

す
る
前
に
必
ず
保
健
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
☎
62

−

4
1
3
4
）

《
実
施
内
容
》

●
開
催
日　

12
月
4
日
（
日
）

※
悪
天
候
時
な
ど
の
場
合
中
止

●
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜

50
分

●
開
会
式　

午
前
9
時
〜

●
競
技
開
始　

部
門
①
・
②
午
前

11
時
ス
タ
ー
ト
、
部
門
③
〜
⑧

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

●
閉
会
式　

午
後
2
時
〜
（
予
定
）

※
開
会
式
は
、
市
役
所
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
、
閉
会
式
は
、
も
み
じ

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

《
参
加
者
募
集
》

●
参
加
資
格

市
で
は
、
10
月
1
日
か
ら
平
成

29
年
2
月
28
日
ま
で
、
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
実
施
期
間
お
よ

び
予
約
開
始
日
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方
、
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
行
動
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方

●
実
施
場
所　
市
内
医
療
機
関
な
ど

●
助
成
額　

2
5
0
0
円

●
持
ち
物

①
予
診
票

※
各
実
施
医
療
機
関
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
お
よ
び
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

②
負
担
金

※
接
種
医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証

　
（
予
防
接
種
済
証
）

④
医
療
保
険
証

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
希
望
す
る
方
の
み
接
種
し

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

生
き
が
い
事
業
」
参
加
者
募
集

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

第
38
回
や
ま
び
こ
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」

の
協
賛
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」

が
全
国
で
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

第
12
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会

午
前
9
時
〜
28
日
（
金
）
午
後

5
時
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
必
着

《
監
督
会
議
》

●
日
時　

11
月
22
日
（
火
）
午
後

7
時
〜

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

上
野

原
市
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
☎

62
−

3
4
0
9
）

▲

採用職種　社会福祉士▲

募集人員　若干名▲

受験資格　次のすべてに該当する方
　　　　　　①昭和 55 年 4 月 2 日〜平成 6 年
　　　　　　　4 月 1 日までに生まれた方
　　　　　　②社会福祉士の資格を有する方
　　　　　　③普通自動車運転免許（AT限定可）
　　　　　　　を有する方▲

試験日時　《第一次試験》
　　　　　　10 月 30 日（日）午前 9 時〜
　　　　　　※第二次試験の日時は、第一次試
　　　　　　　験合格者に通知します。
▲試験会場　勤労青少年ホーム 2 階会議室
▲申込期間　10 月 5 日（水）〜 20 日（木）
　　　　　　午前 9 時〜午後 5 時（土、日、祝日除く）
※募集要項および試験申込書は、市社会福祉協
　議会で配布します。

【問い合わせ】　
市社会福祉協議会（☎ 63-0002）

安心して暮らすことができる地域福祉を目指しましょう !!

市社会福祉協議会職員募集 !!
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実施医療機関（順不同） 電話番号
川原医院 63-0153
鈴木医院 63-1612
長田クリニック 63-6110
山本内科クリニック 63-3600
山下クリニック 62-6050
うえのクリニック 66-3690
西井クリニック 30-2201
上野原梶谷整形外科 62-6066
三生会病院 62-3355

※上野原市立病院以外の実施日時は、各実施医療機関にお問い合わせください。

上野原市立病院（☎ 62-5121）

実施日
10 月 20 日以降の祝日・年末年始を除く毎
週木・金曜日（受付：午後 3時〜 3時 30分）

予約受付 10 月 3日以降の祝日・休診日を除く月〜金
曜日の午後 3時〜 4時

※西原診療所でも実施しますが、予約は上野原市立病院で受け付けます。

上野原市立病院附属秋山診療所（☎ 56-2014）

※詳細はお問い合わせください。

実施医療機関一覧表

スタート
牛倉神社前

ゴール
市役所玄関前

第１中継所
旧大鶴小学校前第 2中継所

甲東出張所前

第３中継所
矢坪橋

第 4中継所
大野貯水池 第 5中継所

旧へそまん前

第２区
3.2 ㎞

第１区
4.1 ㎞

第 3区
2.9 ㎞

第 4区
3.2 ㎞

第 5区
4.4 ㎞

第 6区
3.3 ㎞

中央自動車道

桂川

大野貯水池

談合坂 SA

仲間川

鶴川

コモアしおつ

参加区分③～⑧コース図（全 6区間　計 21.1 ㎞）
※参加区分①・②は桂川河川敷コース（1.5 ㎞×5人＝7.5 ㎞）

■ コース案内図

一
緒
に

働
き
ま
し
ょ
う
。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
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▲

日　　時　10 月 29 日（土）
　　　　　　午前 10 時〜午後 7 時▲

場　　所　秋山温泉▲

内　　容　日本初の運動プログラムと熱波プ
　　　　　　ログラムの合同イベントです。首
　　　　　　都圏より多くのインストラクター
　　　　　　や熱波師が集結します。
※詳しくは、お問い合わせください。

【問い合わせ】　秋山温泉（☎ 56-2611）
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▲ ▲ ▲

10 月の各種相談日

区　　分 日　　時 場　　所
市民課日曜窓口 30日（日）

午前9：00〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前10：00〜午後3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前8：30〜午後4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日（祝日除く）
午前8：30〜午後5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

30日（日）
午前9：00〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

区　　分 日　　時 場　　所
児童巡回相談 20日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前10：00〜午後3：00
もみじホール
3階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前8：30〜午後5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 父 子
家 庭 相 談

毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前8：30〜午後5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前10：00〜午後3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎63-3444

人 権 相 談 11日（火）、28日（金）
午前10：00〜正午

市役所1階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 17日（月）
午前10：00〜正午 市役所1階会議室A

障害者出張相談 20日（木）（要予約☎62ー3115）
午後1：30〜 4：00

市役所 1階会議室 B
（福祉課横）

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

藤来

 呉
三澤・小池

小木

岡本・村田
石井

内科医師

藤来・花輪

村田

小木
濵・藤来

呉

岡本・村田
進藤

※ 1
内科医師

神 経 内 科 午前 栗田 瀧山
小 児 科 午前 牧野 牧野 牧野 玉井 牧野
小 児
心 臓 外 来 午後 第 1 木曜日のみ

【予約制】

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常
勤医師交替 長坂

外 科 ・
肛 門 外 科

午前 松野 遠藤 冨岡 松野 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 大沼 三井 岡本
整 形 外 科 午前 森田 須田 戸島 田 樋貝

眼 科 午前 大野 ※ 2 大野
（予約）

※ 3 大野
（時間短縮）午後 杉谷

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 松岡 坂本

※ 4 泌尿器科 午前 10/11・25 10/8・15・
22・29

※ 5 婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師
西 原 診 療 所 午後 呉

秋 山 診 療 所 午前
午後

岡本
岡本 ※６

古屋 上條

※この案内は、9月16日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

▲ ▲ ▲

上野原市立病院 10 月の外来診療　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療センター」で行っていて、
富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他病院の小児科医とともに、センターでの診
療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東部小児初期救急医療センター☎ 0555-24-9977）

●受付時間は、午前 8時〜 11時 30分です。午後の受診がある場合は、午後 2時〜 4時です。
●電話での問い合わせ受付時間は、午前８時 30分〜午後 5時までです。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
※1　竹内医師による「睡眠時無呼吸・いびき」の専門外来は、第3週土曜日午前中になります（予約制）。
※2　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
※3　眼科の大野医師の診療受付は、午前10時までとなります。
※4　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：阿南医師10月 15日（土）・22日（土）・29日（土）、小松医師10月 8日（土）、村石医師10　　　 
　　　 月 11日（火）・25日（火）】。なお、初診の受付の火曜日は、午前10時までとなります。また、土曜日は、午前11時 30分までとなります。　
※ 5　婦人科の診療は、山梨大学の派遣医師による午前のみの診察で、受付時間は、従来どおり午前10時 30分までとなります。派遣医師は、多賀谷医師の予定です。
※ 6　休診となります。ご了承ください。

有料広告

詳細情報はホームページで検索

 ホーム金物・土木建築資材
　水道部品・物置・カーポート
　　　塗料・家庭用品

株式会社　富 田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

町の便利なお店
新店舗になりました !!
広い店内でゆっくりと
お買い物を
　　　お楽しみ下さい
国道沿いに大きな駐車場あり
お買い物は、お車でどうぞ !!

有料広告

1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

募集種目 募集人員 資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
男子

陸　約 5,530 名
海　約 850 名
空　約 1,300 名

18 歳以上
27 歳未満の者

年間を通じて
行っています。 受付時にお知らせします。

防衛大学校
学生

一般（後期）

人文・社会科学専攻約 10 名
（うち女子若干名）
理工学専攻約 30 名

（うち女子若干名）

高卒（見込含）21 歳未満の者（自
衛官は 23 歳未満）

平成 29 年
1 月 21 日（土）
〜 27 日（金）

《1 次》平成 29 年 2 月 18 日（土）
《2 次》平成 29 年 3 月10日（金）

陸上
自衛隊

高等工科
学校生徒

推
薦

約 60 名

男子で中卒（見込含）17 歳未
満の、成績優秀かつ生徒会活動
などに顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる者

11 月 1 日（火）
〜 12 月 2 日（金）

平成 29 年 1月7 日（土）〜 9 日（祝・月）
※いずれかの 1 日を指定します。

一
般

約 260 名
男子で中卒（見込含）17 歳未満
の者

11月1日（火）
〜平成 29 年
1 月 6 日（金）

《1 次》平成 29 年 1 月 21 日（土）
《2 次》平成 29 年 2 月2日（木）
　　　　〜 5日（日）

※募集人員は、平成 27 年度の参考数値です。
●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所（☎ 22-1298）

▲ ▲ ▲

平成 28 年度自衛官等募集案内

検索自衛隊山梨

▲ ▲ ▲

10 月 1 日（土）〜 31 日（月）は『土地月間』です
10 月 1 日（土）〜 31 日（月）までの期間は「土地月間」です。
10 月 1 日（土）は、「土地の日」です。

▲ ▲ ▲

秋山温泉『健康いやしフェス』
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誕生▲

甲東地区
　牧野彩

あやか

夏（剛）▲

巌地区
　小島愛

あ い は

葉（竜司）
　斧窪夏

か お

緒（聖人）▲

上野原地区
　細川瀬

せ な

那（隆行）
　中村琉

りゅうせい
聖（亮一）

　中島菜
な つ き

月（大貴）
　高橋想

そ ら

来（伸二）
　
婚姻▲

上野原地区
　原島辰徳＝奈良千晶
　木田昌宏＝西村美智絵
　鷹取裕也＝牛窪美沙
　
死亡▲

大目地区
　上條鈴子（政教）▲

甲東地区
　久島富江（三𠮷）▲

大鶴地区
　守屋きよ子（孝義）▲

島田地区
　河内つね子（准一）
　三枝節子（彦則）▲

上野原地区
　安藤邦夫（壽惠）
　中村てる子（一郎）
　近藤友子（照夫）
　歌田あき子（勝美）
　歌田榮（信江）
　久島良子（正巳）
　山口小萩（正文）
　坂本利夫（弘幸）▲

秋山地区
　小笠原よし子（光明）
　天野三喜男（寛一）
　佐藤一（横田初美）
　佐藤幸正（均）
　

（　）は、誕生の場合が保護者、死亡の
場合が届出人です。

【敬称略　順不同】

＝8月届出分＝

●島田地区『たまひよママのお茶会』
【日　時】　10 月 21 日（金）、午前 10 時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター
【内　容】　生活協同組合パルシステムと協働して
                   親子遊びやおやつを一緒に食べるなど、
                   楽しい時間を過ごせます。

【問い合わせ】   代表者  佐藤（☎ 63-1519）
《募集》

わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

上野原地区　　𠮷村 湊
み な と

斗 くん （4 歳 4 か月）

　　　　  　　　　　　　 えみり ちゃん （0 歳 5 か月）

将さん、かおりさんの長男・長女
“ いい笑顔！いつまでも仲良くね ”

●棡原地区『たまひよママのお茶会』
【日　時】　10 月 26 日（水）、午前 10 時〜正午
【場　所】　棡原保育所
【内　容】　砂場や滑り台がある広いお庭で、地域
　　　　    のお年寄りやお姉さんたちと親子一緒
　　　　    に遊べます。

【問い合わせ】   代表者  互井（☎ 090-3212-2262）

● 子育てプレイルーム

【日　時】　 10 月 5 日（水）、26 日（水）、11 月 2 日（水）
　　　　　　  午前 9 時〜正午
　　　　　 　 10 月 19 日（水）
　　　　       午前 9 時〜午後 3 時

【場　所】　もみじホール 2 階会議室 2
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。

●申込み・問い合わせ　
　福祉課子育て支援担当（☎ 62-3115）

すくすく育て
うえのはらっ子

〜我が家の主役〜

● 子育てサロン『あそびにおいでよ！』
【日　時】　10 月 13 日（木）、27 日（木）
　　　　    午前 10 時〜正午

【場　所】　新一区集会所
【内　容】　親子が安心して遊べ、ママ友がつくれ
　　　　　る。子育ての悩みなどを気軽に相談で
　　　　　きる第 2 の実家のような場所です。

【問い合わせ】   代表者 作田（☎ 090-9134-7827）

おめでた・おくやみ

● 子育て支援センター

【日　時】　 平日午前 9 時〜午後 0 時 30 分
　　　　　   午後 2 時 30 分〜 4 時
※ランチルーム：午前 11 時 30 分〜午後 0 時 30 分
※相談受付：午前 8 時 30 分〜午後 4 時 30 分

【場　所】　巌こども園内
【内　容】　親子で自由に遊ぶことができ、親

　　　　　 同士の交流や情報交換、悩みの相
                    談ができる場所です。毎月、誕生
                    会、お話広場、子育て講座など、
　　　　　 多数行事を行っています。
●問い合わせ　子育て支援センター（☎ 62-6201）

〜 子育て応援掲示板 〜

●『たまひよ DX』
【日　時】　10 月 15 日（土）、午前 10 時〜正午
【場　所】　コモア内 4 丁目集会所
【内　容】　成長・発達がゆっくり。マイペース？
　　　　　なお子さん（18 歳位まで）の健やかな
　　　　　育ちを願う親の会です。

【問い合わせ】　代表者 森本（☎ 080-5112-3142）
※日時が変更する場合があります。参加希望者はご連絡くださ
　い。

〜 子育てサポート情報 〜

気軽に参加してください

人
気
の

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に

参
加
し
よ
う
♡

楽
し
い
こ
と
、

い
っ
ぱ
い
あ
る
ヨ
☆

上野原地区　　鍋嶋 里
り お

緒 ちゃん （1 歳 3 か月）

裕さん、希里香さんの長女

“ 北海道から引っ越してきて 3 か月
これからイッパイお友達を作って、

元気に育ってね！ ”

ソフトドリンク1杯サービス
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▲

浄化槽設置工事費の補助
市では、浄化槽設置工事費に対して補助金を交付し
ています。この補助制度には、２種類の補助金があ
ります。ご活用ください。
①浄化槽設置奨励補助金（下水道認可区域対象）
②浄化槽設置整備補助金（下水道認可区域外対象）
※補助対象基数には限りがあります（要事前確認）。▲

浄化槽の適正管理
浄化槽内の環境を整えるために『保守点検』・『清掃』・『法
定検査』を行うことが重要です。

［保守点検］浄化槽の種類ごとの点検が必要です。山梨県

10 月 1 日は、『浄化槽の日』です。これは、浄化槽の普及促進および浄化
槽法の周知徹底を通じて、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るとと
もに、公共用水域の水質保全に資することを目的として制定しています。

知事の登録を受けた保守点検業者に依頼してください。
［清掃］年 1 回以上の清掃が必要です。なお、清掃は、市
の許可を受けた業者に依頼してください。

［法定検査］浄化槽法に定められている検査を『法定検査』
と呼びます。この法定検査には、2 つの検査があります。
①設置後等の水質検査（浄化槽を使い始めて 3 か月を経過
　してから 5 か月以内に行う検査）
②定期検査（①の検査後、毎年 1 回定期的に行う検査）
※山梨県知事が指定した検査機関『（社）山梨県浄化槽協会』
へ依頼して実施してください。
●問い合わせ　建設課下水道担当（☎ 62-3145）

【問い合わせ】市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）☎ 62-3117

一 般 書
◇『江戸を造った男』
　伊東潤／著　朝日新聞出版
◇『望み』
　雫井脩介／著　KADOKAWA

◇『スローバラード』
　小路幸也／著　実業之日本社

児 童 書
◆『ハルとカナ』
　ひこ・田中／作　ヨシタケシンスケ／絵　
講談社

◆『いえのおばけずかん』
　斉藤洋／作　宮本えつよし／絵　講談社

絵 本
○『きょうはそらにまるいつき』
　荒井良二／著　偕成社
○『どんぐりむらのだいくさん』
　なかやみわ／作　学研プラス

図書館イベント

《開館時間》
●水・金・土・日　午前9時30分〜午後5時
●火・木　午前9時30分〜午後7時

【問い合わせ】市立図書館　☎ 63-5241

♯120

スマイル
ニュース

SMILE NEWS

リンデン
だより

LINDEN LETTER

◆子ども映画館『あらいぐまラスカル』

日時　10 月 8 日（土）午前 10 時〜 10 時
　　　30 分、午後 2 時〜 2 時 30 分

◆映画鑑賞会『劇団四季 はだかの王様』

日時　10 月 16 日（日）午後 2 時〜 4 時

◆おはなし会『つきのよるのものがたり』ほか

日時　10 月 15 日（土）午後 2 時 30 分〜
【協力】たんぽぽ会
◆リンデンドーム朗読館『故郷』太宰治 / 作 ほか

日時　10 月 23 日（日）午後 2 時〜
【協力】上野原朗読の会
◆ライブラリーキッズルーム
〜子どもおはなし図書館〜『ぼくなにをたべてた
かわかる？』
日時　10 月 18 日（火）午前 11 時〜正午

今年も「ぴゅあ富士
フェスティバル」が開
かれます。
10 月 22日（土）
10月 23日（日）
　10：00～ 16：00

ぴゅあ富士フェスティバル

ぴゅあ富士ってなあに

　都留市にある県の男女共同参画推進セ
ンターのことです。「ぴゅあ富士フェス
ティバル」は毎年、管内の男女共同参画
推進委員会と館の利用団体が実行委員会
をつくり、一人ひとりが活躍できるよう
に日頃の活動の発表をする場です。
　上野原市男女共同参画推進委員会も、
寸劇「男女共同参画サミット」（23日午前）
と展示で参加します。

ぴゅあ富士のアクセス

フ
ォ
ン
ト
は
も
っ
と
柔
ら
か
く
し
て
く
だ
さ
い

連絡先を入れてください。

● 問 い 合 わ せ
　市文化協会【会長 長坂幸夫】
　（☎ 62 − 5405）
　社会教育課社会教育担当
　（☎ 62 − 3409）

第42回  市民文化祭

 【舞台部門】

11 月 3 日 （祝・木）
午前 10 時〜 11 時

文化祭式典、少年少女合唱団
女声アンサンブル上野原、
コーラスりんどう演奏

午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分 日本舞踊（優巳会）
11 月 4 日（金） 午前 9 時 30 分〜正午 朗読とオカリナ演奏
11 月 5 日（土） 午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分 第 4回吹奏楽フェスティバル

11 月 6 日（日）
午前 10 時〜 11 時 箏曲演奏
午前 11 時 30 分〜午後 4 時 日本舞踊（芸能部）

 【展示部門】

1 階
華道、一般参加者、小学生体験活動参加者書道
水墨画、和紙ちぎり絵、市老連書道教室、女川支援展示

2 階 写真、俳画、俳句、書道展示
2 階廊下 上野原中・西中、やまびこ支援学校美術作品展示
3 階 絵画、和紙ちぎり絵、水墨画、草木染、編み物
和室 茶道表千家（11/3）、将棋（11/5）、茶道煎茶（11/6）

《第１ステージ》　
第5回りんどうの里美術展
日時 

▲ 10月24日（月） 〜31日（月）
　　　　　午前 10 時〜午後 4 時
　　　　　　 （1日目は午後1時から、最終日は午後3時まで）

場所 

▲
 市役所展示室2・3

くらしのガイド + プラス

日時 

▲ 11月3日（祝・木） 〜6日（日）
　　　　　午前 9 時 30 分〜午後 4 時 30 分
　　　　　　 （最終日は午後4時まで）

場所 

▲
 もみじホール

《第2ステージ》　
市民文化祭

「水質保全で未来により良い自然・生活環境を」
建設課下水道担当からお知らせ

茶道では、お抹茶をいただく
ことができますよ !! 作法を知
らなくても大丈夫 !!
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寄り道うえのはら
広報担当者が行く

8 月 4 日（木）、上野原小学校と上野原中学校で、水道
施設の修理が行われました。これは、上野原市上下水
道組合のみなさんがボランティアで学校内の水道施設
を修理するものです。また、児童・生徒たちが安全で
安心した学校生活が送れるようにとの想いで行われて
います。この日も上下水道組合のみなさんの慣れた手
つきで、水の出が悪くなった蛇口などを修理しました。

9 月 18 日（日）、西原地区藤尾の二宮神社で、
伝統の獅子舞が奉納されました。この獅子舞
は、五穀豊穣、家内安全などを祈るもので、
三拍子、花がかり、まりがかり、弊がかり、
笹がかり、一本剣、二本剣の七曲を、それぞ
れ笛や太鼓の音に合わせて、三匹の獅子が舞
うものです。白手ぬぐいの鉢巻、裃

かみしも

、袴、白
足袋の装いで、太刀を一本持つ青年が登場し、
三匹の獅子と舞う太刀引きは見せ場の一つ。
この太刀引きが終わると、この演目を見た見
物客から拍手がわき起こりました。

9 月 10 日（土）、コラニー文化ホールで行われた第
22 回西関東吹奏楽コンクールで、上野原西中学校
が金賞を受賞し、東京都府中の森芸術劇場で行わ
れる第 16 回東日本学校吹奏楽大会への出場権を獲
得しました。また、9 月 20 日（火）には、市長室で
金賞受賞の報告を江口市長に行いました。

9 月 16 日（金）、もみじホール 2 階会議室で、いきいき
百歳体操住民説明会が行われました。この体操は、高齢
者が主体的に生きがいや役割を持って生きることができ
る地域づくりの推進と自立した生活を送ることを目的と
したものです。当日は、健康科学大学講師の中村圭一先
生が、この体操についての講義や具体的な取り組みなど
を説明しました。また、参加した 36 名のみなさんは、
中村先生の指導のもと、実際にいきいき百歳体操を体験
するなど、この体操の認識を深めていました。

9 月 10 日（土）、もみじホール 2 階会議室で、市民公
開講座『よりよい老後を迎えるために 予防医学のす
すめ』が行われました。当日は、上野原梶谷整形外
科の佐々木裕先生の講演や理学療法士の深澤純先生、
星あゆみ先生の実技を交えたお話を聞くことができ
ました。参加した 96 名のみなさんは、真剣に先生の
話を聞き入っていました。

8 月 28 日（日）、市内で、上野原市総合防災訓練が
行われました。主会場となった旧大鶴小学校では、
避難所設置運営訓練や炊き出し訓練、各種体験コ
ーナーの設置が行われました。参加した大鶴地区
のみなさん約 300 名は、いつ起こるかわからない
地震災害に備え、真剣に訓練を取り組みました。
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　　　西原地区藤尾の獅子舞
　　 統の獅子舞 !! 太刀引きも披露 !!伝

　　　学校水道施設をボランティアで修理
　　 童・生徒の安全を守る !!児

　　　上野原市総合防災訓練
　　 域の安全!!地域で守り備える!!地

　　　市民公開講座『よりよい老後を迎えるために 予防医学のすすめ』

　　 力維持!!このまちで暮らし続けるために!!筋

み

▲一つひとつ丁寧に蛇口を点検する上下水道組合のみなさん

▲

上野原市総合防災訓練の閉会式

▲藤尾の獅子舞の見せ場の一つでもある「太刀引き」

▲理学療法士の深澤純先生が筋力維持の方法を参加者のみなさんに伝えました

▲

実際にいきいき百歳体操を体験する参加者のみなさん　　　 いきいき百歳体操住民説明会
　　 んなで長生き !! いきいき百歳体操 !!

　　　 第 22 回西関東吹奏楽コンクール
　　 賞受賞!! 上野原西中、東日本大会へ!!金

▲

江口市長に金賞受賞の報告をする上野原西中学校の生徒のみなさん


	hyo1-4
	02-27mi

